
　　　ス摘苦，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977Q2●1

九州大学
大型計算機センターニュース　福岡．東区箱崎、了訓番、号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州大学大型計算機センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同利用掛｛TELO92－641－11◎U
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　　　　　　　　　内線2256

目　　　　次　　　　　　　　　　　．　泣
案慧算穫セシ

◇spssのレベルアツブについて……・・…1・洲大学・
布　　　　　＼

◇カー端鰍鰍端に元一・・…ユ・’
｛　　田

◇　SPSSのレベル・アップについて

　　2月1日（火）にSPSSのレペル・アップを行い，プログラムR理LIAB董LI

　TY（信頼性係数）を追加しました．これに伴い以下の変更点がありますのでお知らせ

　します．

　　（1）コアの必要最小量が現在の42K語から45K語（うち昨業領域1K語）にふえ

　　　る．したがつて，冨SPSS文のAR’EAパラメータで45以上を指定する時には，

　　　ジヨブ種別をDジヨブ以上にする必要がある．

　　（2）　ALLOCATEカードのT孔ANSPACEパラメータによる変換用作業i領蟻

　　　の値の単位が，現在のK語から語に変わる．省略した場合の標準値は，⑳呑A臨

　　　Aパラメータ指定による値の1／8となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（業務掛電（内）2255）

◇　カードの保管及び取扱い方法について

　　入出力の手段としてカードは重要な役割を果していますが，このカードもささいな不

　注意の為診ジードエラーやカー・ドジヤムの原因となり，カードリーダー操作上のトラブ

　ルを起こす結果ともなりかねません。

　　ついては，基本的なカードの保管・取扱い上の注意事項を下記に掲げてみましたので，

　これを参考にして各自取扱いには充分注意して下さい。

記

1．カードの保管方法

　1）保管場所　　温度5℃～35℃，湿度30％～70％が好ましく，直射日光，通

　　　　　　　　　風の激しい場所，冷暖房装置の付近は避け，床面・壁に直接触れな

　　　　　　　　　い場所。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿亀寸　一



　2）保管方法　　カードキヤピネツトに入れて均等に圧力を加える．キヤビネツトが

　　　　　　　　　ない場合には，ヵ一ドの表側を下にして水平になるように置き，長

　　　　　　　　　期保管の場合は，ゴムバソド等は掛けない方がよい．

2．か一ドの取扱い方法

　1）カードの取扱いは丁寧に行い，特にエッジを傷めないこと．

　2）ほこり，油類等の付着による汚損がないようにする．

　3）マジツクイソキ等をヵ一ドの頭に塗らない．

　4）よく点検し，エツジや穿孔部が傷んでいるヵ一ドは使用しない．傷んでいる穿孔

　　　力一ドは複製して使用する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共同利用掛電（内）2256）
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利用の手引　ジヨブ制御文編　訂正
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